
（別紙３）

～ 2026年1月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 2026年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個々の特性や興味に合わせた支援を強化し、家族とも密に連

携を図る

2

時間なども見ながらさらに見通しをもって取り組めるように

支援していく

3

お子さんが作成したプログラミングのゲームなどをモニター

に映し出し、他のお子さんも交えて交流する取り組みを行っ

ている

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

大きな部屋に個別ブースを複数作り外部からの影響をうけに

くい環境を作っている

2

地域にひらかれた取り組みの設定していく

3

保護者との交流、学習の場を増やしていきたい

○事業所名 ちあふるスクール樟葉西

○保護者評価実施期間
2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

2025年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者会や保護者向けの学習会などを行っていない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

一部屋に利用する全児童がいるため、他者からの情報で影響を

うける

活動スペースの構造上の課題

地域との交流が少ない 基本的に室内のみの活動となること

ITを活用した療育を提供しており、基本的な操作からプログ

ラミング・webデザイン等を行っている

パソコンを通してプログラミング的思考を養っている

自己決定、主体性 その日のスケジュールを本人で決め、実行できるようにしてい

る

フリースペースもあるため、バランスストーンやトランポリン

など身体を動かす活動もできる

身体を使ったビジョントレーニングや複数人で行うゲームなど

コミュニケーションとしても活用している

事業所における自己評価総括表公表


